
ごあいさつ 

 

端午の節句（5 月 5 日）に立夏を迎え、新緑の枝をゆったりと

彩り爽やかな緑をたたえた木々、春の顔と夏の顔が入り混じった

この季節に第 28 回東海村芸術祭が 5 月 15 日～21 日美術展、

5月 22日～28日 技芸・水墨画展、5月 29日～6月 3日いけばな展、

5 月 29 日～6 月 4 日 書道展、6 月 4 日 茶道、6 月 5 日～11 日 写真展と

１ヶ月に渡り、ステーションギャラリーＡ・Ｂ ２会場において

開催されております。 

本日はご多忙の中、ご来場いただきまして誠にありがとう

ございます。本年度も昨年に引き続き７連盟揃っての芸術祭を

迎えることができましたこと厚く御礼申し上げます。 

それぞれの作品は、携わる作者が自分の求める作品の方向性を

決定し作品に取りかかり、種々の工夫によってご自身の思った

通りの構成として仕上げてきております。このギャラリーの空間に

展示することにより、作者本人がどのように取り組み作品として

仕上げることができたかを、お客様お一人お一人にじっくりと

ご鑑賞いただきたくご案内申し上げます。 

 皆様方にご高覧いただき、忌憚のないご意見とご感想を

いただければ幸甚に存じます。 

今後ともより良い作品づくりに励む所存でございますので、

ご指導ご激励を賜りますようお願い申し上げます。 
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